






 

1.研究目的 

 さきに 100%近い,産婦人科領域における普及率をみている,超音波連続波を

応用した超音波ドゾラ胎児心拍動計の安全性に関する基礎資料をうるために,

連続波の生体作用について,多角的な検討実験をおこなった。一方,超音波断層

装置も,最近においては,著しい臨床応用の展開をみるにいたっている。 


